
こ
の
度
、　
一
一
〇
余
名
の
会
員
の
ご
推

薦
を
受
け
ま
し
て
、
第
七
代
神
奈
川
教
区

浄
土
宗
青
年
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
戴
き

ま
す
。
何
分
に
も
浅
学
非
才
の
身
で
は
あ

り
ま
す
が
、
伝
統
あ
る
神
浄
青
の
名
を
汚

さ
ぬ
よ
う

一
所
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

神
浄
青
会
長
野

呂

幸

忍

さ
て
私
た
ち
の
住
む
神
奈
川
は
、
海
や

山
、
湖
と
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
住
む
人

人
の
心
を
和
ま
せ
、
他
の
地
域
か
ら
は
羨

望
の
的
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
文
明
開
化
以

来
、
横
浜
を
中
心
と
し
て
諸
外
国
と
の
交

流
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
人
口
も
急
増
し
土

地
価
格
が
高
騰
致
し
ま
し
た
。
ま
た
「都
市

化
」
の
急
速
な
進
行
に
よ
り
人
々
の
「心
」

が
、
変
化
に
戸
惑

い
不
安
定
な
ゆ
と
り
の

な
い
状
態
で
日
々
の
生
活
を
送

っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
私
た
ち

浄
土
宗
の
青
年
僧
侶
が
、
「若
さ
」
を
力
と

し
て
研
修
し
、
「心
」
を
鍛
え
、
私
た
ち
を

取
り
巻
く
困
難
な
環
境
を
打
破
し
て
い
く

実
践
こ
そ
が
、
「明
る
い
ｏ
豊
か
な
社
会
」

を
築
き
上
げ
る
道
で
あ
る
と
確
信
致
し
て

お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、

一
、
浄
青
活
動
の
理
解
と
浸
透

二
、
会
員
相
互
の
研
修

・
交
流

三
、
全
浄
青

・
関
プ
ロ
浄
青
並
び
に
教

区
事
業

へ
の
積
極
的
参
加

を
三
つ
の
柱
と
し
て

「会
員
全
員
が
参
加

の
出
来
る
浄
青
活
動
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

執
行
部

・
役
員

一
丸
と
な

っ
て
、
邁
進
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
宜
し
く
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
本
年
は
、
神
浄
青
創
立
以
来
十
五

年
目
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

歴
史
の
重
み
を
私
自
身
、
並
び
に
会
員

一

人

一
人
が
自
覚
を
し
、
先
輩
た
ち
が
歩
ま

れ
た
道
を
踏
み
外
す
事
な
く
、
そ
し
て
後

輩
に
ス
ム
ー
ズ
に
引
き
継
い
で
も
ら
う
こ

と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
神
浄
青
に
皆
様
方
の
英
知
を
結
集
し

て
い
た
だ
き
、
ご
指
導

。
ご
鞭
撻
を
た
ま

わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度

事
業
計
画

四
月
十
六
日

花
祭
り
愛
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

金
沢
母
子
寮

四
月
十
六
日
　
総
会
　
光
明
寺

五
月
十
四
日

第

一
回
理
事
会

・
新
旧
役
員
歓
送
迎
会

横
浜

。
中
華
街

（華
正
楼
）

六
月

一
日
　
神
浄
青
機
関
紙
発
行

六
月
十
六
～
十
七
日

第
十
六
回
関
ブ

ロ
総
会
並
び
研
修
会

山
梨

。
石
和
温
泉

（喜
仙
）

六
月
二
十
八
日
　
第
二
回
理
事
会

七
月
四
日
　
開
山
忌
前
清
掃
奉
仕

七
月
二
十
八
～
三
十
日

夏
期
僧
堂
手
伝

い

。
第
二
回
理
事
会

光
明
寺

八
月
二
十
六
～
二
十
七
日

全
浄
青
中
央
研
修
会
　
旭
川

九
月
上
旬
　
第
四
回
理
事
会

十
月
上
旬

第
六
回
神
浄
青
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

未
定

十
月
十
二
～
十
五
日

十
夜
手
伝

い

。
念
仏
行
進

。
街
頭
伝
道

光
明
寺

十
月
二
十

一
～
二
十
二
日

第
六
回
関
ブ
ロ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

長
野

（上
山
田
温
泉
）

十
月
下
旬
　
第
五
回
理
事
会

十

一
月
十
九
日

十
五
周
年
記
念
行
事
　
鶴

ヶ
岡
会
館

未
　
　
定
　
全
浄
代
表
者
研
修
会

昭
和
六
十
四
年

一
月
二
十
五
日

別
時
念
仏
会
　
光
明
寺

二
月
六
～
七
日

他
宗
見
学
並
び
に
第
六
回

一
泊
理
事
会

二
月
下
旬
　
第
七
回
理
事
会

　
（
岬
ゝ
Ｆ

希 ‐ 畑
「
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「和
合
と
実
践
」

大
本
山
光

翠
御
法
主

藤
士
ロ

慈
海
台
下
御
染
筆

神奈川浄青機関紙

第 15 号
発 行 日 昭和63年 6月 1日
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総

会

報

告

昭
和
六
十
三
年
度
神
浄
青
総
会
は
四
月

十
六
日
大
本
山
光
明
寺
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
開
会
の
辞
に
続
き
、
戸
松
会
長
の
挨

拶
。
会
長
は
二
年
間
の
任
期
を
大
過
な
く

全
う
出
来
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま

し
た
。
続

い
て
北
郁
執
事
長
の
ご
祝
辞
。

執
事
長
は
大
本
山
の
参
詣
者
の
姿
勢
が
引

卒
者
の
姿
勢
に
依

っ
て
決
ま
る
と
い
う
事

を
例
に
浄
青
会
員
の
自
覚
を
促
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
続

い
て
議
長
に
永
原
師
を
選

任
し
て
議
事
に
移
り
、
昭
和
六
十

二
年
度

事
業
報
告
と
同
じ
く
会
計
報
告
を
受
け
ま

し
た
。
監
査
の
里
見
師
よ
り
適
正
と
の
会

計
監
査
報
告
が
あ
り
、
又
、
特
別
会
計
の

取
り
扱

い
方
や
出
納
帳
の
利
用
等
の
貴
重

な
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
新
役
員
の

承
認
と
新
執
行
部
の
発
表
が
あ
り
、
野
呂

新
会
長
は
前
会
長
の
足
跡
を
踏
ま
え
て
邁

進
す
る
こ
と
を
誓

い
、
十
五
周
年
事
業
等

の
抱
負
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
に
続

き
、
加
行
成
満
者

の
発
表
と
藤
吉
御
法
主

御
染
筆
の
色
紙
と
浄
青
袈
裟
を
贈
呈
。
当

日
出
席
の
京
浜
組
市
田
師
と
港
南
組
吉
川

師
に
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
終

わ
り
に
副
会
長
鳥
居
師
よ
り
閉
会

の
言
葉

が
あ
り
、
神
浄
青

の
今
後
の
益
々
の
発
展

を
祈
り
つ
つ
総
会
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

尚
、
当
日
の
出
席
者
は
二
十
二
名
を
数
え
、

委
任
状
提
出
者
は
四
十

一
名
で
し
た
。

常
任
理
事

貧

‘

理
　
　
　
　
事

常
任
理
事

霧
↓

理
　
　
　
　
事

常
任
理
事

落
芭

理
　
　
　
　
事

常
任
理
事

曾
ｅ

理
　
　
　
　
事

常
任
理
事

（鎌
倉
）

理
　
　
　
　
事

常
任
理
事

Ξ
じ

理
　
　
　
　
事

常
任
理
事

↑
む

理
　
　
　
　
事

常
任
理
事

（小
田
ら

理
　
　
　
　
事

北 阿 池 一 松 村 新 国 瀬 安 山 吉 平 横 佐 伊
々

屯F川 田  井 井 原 松 高 藤 沢 川 元 井 木 藤

賢 文 敬 真 清 昭 千 俊 順 昌 敦 瑞 正 隆 敬 光

雄 叡 道 光 貴 賢 春 康 教 信 浩 教 法 彦 易 史

監 編 書  会 事  副 会

″ 〃 〃 〃 ″ 〃   〃   〃 会

局

集 記  計 長 長 長

鳥 戸 夏 永 杉 官 吉 西 森 官 塩 吉 古 北 小 野
松

居 松 見 原 田 林 水 井 本 林 沢 水 庄 郁 崎 呂

真 秀 裕 道 俊 雄 智 久 祐 雄 智 智 良 賢 成 幸

理 明 貴 雄 一 彦 栄 雄 康 彦 彦 栄 源 雄 法 忍

昭
和
６３
年
度

神
浄
青
役
員
名
簿

組

だ

よ

り

我
が
鎌
倉
浄
青
は
、
慢
性
的
な
人
材
不

足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、

何
か
新
た
な
活
動
を
企
画
し
た
く
て
も
、

な
か
な
か
儘
に
な
ら
な
い
現
状
で
あ
る
。

従

っ
て
今
回
も
、
例
年
と
変
わ
り
ば
え

の
し
な

い
活
動
状
況
を
報
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
の
は
、
真
に
心
苦
し
い
限
り
で

あ
る
。
港
南
組
と
の
合
同
法
式
研
修
会
は
、
津

田
徳
翁
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、
昨

年
度
も
三
回
開
催
さ
れ
た
。
研
修
の
内
容

は
、
若
い
会
員
が
、
日
常
の
法
務
に
お
い

て
、
実
際
に
役
立

つ
よ
う
な
事
柄
を
、
毎

回
選
ぶ
よ
う
に
し
て
い
る
。

又
、
三
浦
組
と
合
同
で
、
恒
例
の
歳
末

た
す
け
あ
い
托
鉢
を
、
横
須
賀
中
央
駅
前

に
て
行
い
、
今
回
も
多
額
の
浄
財
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

さ
て
、
今
年
は
、
役
員
改
選
の
年
に
当

た
っ
て
い
る
が
、
当
鎌
倉
浄
青
も
、
去
る

四
月
二
十

一
日
に
総
会
を
開
催
し
、
以
下

の
よ
う
に
役
員
を
改
選
し
た
。

支
部
長

・
国
松
俊
康
、
副
支
部
長

・
玉

木
弁
生
、
事
務
局
長

・
新
原
千
春
、
会
計

・
冨
田
浩
雅
、
渡
部
俊
賢
、
監
事

。
鳥
居

真
理

こ
れ
で
役
員
の
平
均
年
齢
は
、　
一
挙
に

二
十
歳
代
に
若
返

っ
た
次
第
で
あ
る
。
三

年
間
、
支
部
長
を
務
め
ら
れ
た
鳥
居
上
人

た
い
へ
ん
御
苦
労
様
で
し
た
。

会
員
近
況

結
　
　
婚
　
西
念
寺
　
一昌
田
　
浩
雅

住
職
認
証
　
西
徳
寺
　
玉
木
　
弁
生

新
入
会
員
　
光
伝
寺
　
安
田
　
裕
志

真
福
寺
　
安
井
　
昭
道

専
福
寺
　
成
田
　
善
俊

最
後
に
、
鎌
倉
浄
青
発
足
の
当
初
よ
り

組
活
動
に
御
尽
力
下
さ
り
、
県
浄
青
会
長

等
を
歴
任
な
さ

っ
た
、
野
中
岳
道
上
人
が

今
年
限
り
で
、
Ｏ
Ｂ
会
員
に
退
か
れ
る
こ

と
に
な

っ
た
。
長
年
に
渡

っ
て
、
本
当
に

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ｏ

新
役
員
名

〈
＾
　
長
　
村
　
井
　
昭
　
賢
（光
善
寺
）

副
会
長
　
小
松
崎
　
成
　
法
（東
漸
寺
）

″
　
　
松
　
井
　
清
　
貴
（光
念
寺
）

庶
　
務
　
今
　
井
　
正
　
純
Ｔ
一樹
院
）

△
ム
　
計
　
士
口
　
水
　
祥
　
史
（天
養
院
）

年
間
計
画
等

定

例

総

会
　
五
月
、
十
二
月

法
式
講
習
会
　
随
　
　
時

亡
い
　
年
　
△
バ
　
十
二
月

一
泊
研
修
会
　
随
時

（年

一
～
二
回
）

歳
末
助
け
合

い
募
金
活
動

十
二
月

（鎌
倉
組
と
協
讃
で
）

99)



“

|― 響‐ ●P'争
妻『 1中 勢 暑J‖ (3〉 15号 ‖‐ ‖.‐ Ⅲ‐ 1●゛ ‖・‐ 山‐ 細゛ Ⅲ‐ 1■‐ Ⅷ ‐ 岬‐ 諄‐

`-1■
‐ J‐ ウ‐ ナ‐ ,‐ ■,‐ 仲゛ ●― ●‐ "0■ "‐

■●‐ ‐ ‐ ●‐ 十‐ ‐

昨
年
度
は
港
南
浄
青
発
足
十
周
年
を
迎

え
、
会
員
主
催
に
よ
る
三
上
人
遠
忌
記
念

法
要
の
厳
修
、
併
せ
て
土
屋
光
道
師
を
招

い
て
の
記
念
講
演
を
円
成
さ
せ
、　
一
応
の

節
日
と
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
新
会
長
に
塩
沢
智
彦
が
就
任

し
、
加
え
て
若
手
会
員
も
積
極
的
な
動
き

を
見
せ
会
の
更
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
迄
の
法
式
研
修
会

（津
田
徳

翁
先
生
Ｙ
布
教
研
修
会

（土
屋
先
生
）
に
加

え
て
、
会
員
に
鎌
倉
光
明
寺
に
伝
承
さ
れ

る
引
声
に
触
れ
親
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う

引
声
研
修
会
、
又
寺
院
経
営
の
面
か
ら
税

務
講
習
会
と
二
つ
の
新
講
座
が
企
画
さ
れ

て
い
る
。
是
非
、
興
味
関
心
の
あ
る
有
志

は
組
の
枠
を
越
え
て
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
、
と
は
新
会
長
の
弁
で
あ
る
。
更
に

７
月
２２
日
に
は
手
づ
く
り
の

「少
年
少
女

帰
敬
式
（仮
称
ン

を
開
催
し
、
実
践
的
な

教
化
活
動
の
中
で
会
員
相
互
の
親
睦
と
信

頼
の
充
実
を
狙

っ
て
い
ま
す
。

小
田
原
浄
青
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
発

足
以
来
、
本
年
は
十
六
年
目
を
迎
え
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。

新
会
長
　
阿
川
　
文
叡

（第
六
代
目
）

副
会
長
　
本
多
　
行

一

北
郁
　
賢
雄

△
本
　
計
　
村
瀬
　
秀
紀

新
執
行
部
に
よ
る
新
た
な
る
ス
タ
ー
ト

が
切
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
長
き

実
績
と
新
し
い
潮
風
を
の
せ
て
、
期
待
さ

れ
る
人
物
群
で
あ
り
ま
す
。

活
動
は
、

一
、
自
己
研
鑽

（資
質
向
上
）

二
、
会
員
相
互
の
親
睦

（
レ
ク
リ
エ
ー

ンヽ
ョ
ン
）

三
、
伝
導
強
化

（広
報
活
動
）

を
三
本
柱
に
、
毎
年
活
発
な
行
事
が
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

会
員
近
況

加
行
成
満
　
浄
蓮
寺
　
官
嶋
　
俊
道

結
婚
予
定
　
近
日
中

道
場
院
　
都
築
　
顕
道

現
在
の
と
こ
ろ
高
座
組
浄
青
は
特
別
な

行
事
計
画
も
な
く
、
会
員
相
互
の
交
流
も

充
分
に
で
き
て
い
な

い
状
況
で
す
。

県
浄
青
の
役
員
の
方
々
に
は
申
し
訳
な

い
気
持
ち
で
す
が
、
時
間
的
な
制
約
も
多

く
各
種
行
事
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

最
近
組
内
に
も
若

い
方
々
が
多
く
な

っ

て
き
た
よ
う
で
す
の
で
、
本
年
度
は
大

い

に
声
を
か
け
て
、
組
内
は
勿
論
で
す
が
本

部
行
事

へ
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

京
浜
浄
青
は
総
会
を
四
月
十
日
に
開
催

し
、
事
業
報
告

。
会
計
報
告
の
後
新
役
員

の
改
選
が
行
わ
れ
た
。
顔
ぶ
れ
が

一
新
し

会
長
寿
福
寺
伊
藤
光
史
、
副
会
長
専
念
寺

佐
々
木
敬
易
、
会
計
大
光
院
宮
林
雄
彦
、

書
記
慶
岸
寺
林
田
康
順
の
各
師
が
選
出
さ

れ
、
各
々
の
抱
負
を
語

っ
た
。

今
年
度
は
京
浜
組
浄
青
十
周
年
に
あ
た

る
。
そ
の
記
念
と
し
て
、
専
福
寺
住
職
成

田
光
俊
上
人
を
講
師
に
招
き
四
年
に
亙
り

続
け
ら
れ
た
布
教
研
修
会
で
の
会
員
の
実

演
法
話
を
ま
と
め
て

一
冊
の
本
に
し
よ
う
、

と
い
う
計
画
が
実
現
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
五
月
か
ら
は
つ
い
つ
い
我
流
に
走
り

が
ち
な
法
式

へ
の
警
鐘
と
し
て
法
式
研
修

会
を
開
催
す
る
こ
と
も
決
定
し
た
。

現
在
の
会
員
十
三
名
、
昨
年
十
月
に
は

元
会
長
林
田
真
成
師
が
、
ま
た
こ
の
四
月

に
は
宮
林
雄
彦
師
が
目
出
度
く
御
結
婚
さ

れ
、
新
会
員
に
正
行
寺
自
石
淳
雄
君
を
迎

え
益
々
意
気
上
が
る
京
浜
浄
青
で
あ
る
。

前
年
と
同
様
組
独
自
の
活
動
が
出
来
な

い
状
態
が
続

い
て
い
る
。
組
浄
青
と
し
て

再
編
成
の
時
期
に
来
て
い
る
様
で
あ
る
。

会
員
の
五
分
の
四
が
民
間
又
は
寺
以
外

の
会
社
に
勤
め
て
い
る
以
上
、
何
等
か
の

形
態
で
活
動
を
促
進
す
る
事
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
。
会
員
状
況
で
あ
る
が
、
当
組

事
務
局

（円
徳
寺
）
吉
水
君
の
父
、
法
純

上
人
が
去
年
十
月
に
遷
化
さ
れ
、
そ
の
後

を
住
職
と
し
て
当
寺
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

が
彼
も
会
社
員
と
法
務
と
の
掛
持
ち
で
多

忙
の
様
で
浄
青
活
動
ま
で
手
が
回
ら
な
い

よ
う
で
あ
る
。
新
会
員
と
し
て
、
阿
弥
陀

寺

。
斉
藤
君
、
善
徳
寺

。
一一喜
ル
君
の
加
入

で
若
返
り
が
出
来
る
と
思
う
。
た
だ
、
斉

藤
君
は
、
仏
大
四
年
生
と
し
て
、
ま
だ

一

年
学
生
生
活
が
あ
る
の
で
卒
業
し
て
か
ら

が
楽
し
み
で
あ
る
。
組
内

の
手
伝

い
と
し

て
は
、
普
通
講
習
会
と
、
組
内
遷
化
上
人

本
葬
の
手
伝

い
し
か
出
来
な
い
事
が
残
念

で
あ
る
。

港
北
浄
青
は
六
十
二
年
度
に
な
り
、
会

長
に
横
井
隆
彦
、
副
会
長
に
平
元
正
法
、

事
務
局
長
に
夏
見
裕
貴
、
会
計
に
久
米
真

浩
が
就
任
し
、
若
手
会
員
が
多

い
港
北
浄

青
を
引

っ
張

っ
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
数
年

間
小
人
数
の
た
め
研
修
活
動
等
の
浄
青
活

動
は
思
う
に
ま
か
せ
な

い
状
態
で
、
組
教

化
分
団
長
の
柴
田
先
生
に
お
世
話
に
な
り

っ
ぱ
な
し
で
お
り
ま
す
が
、
今
後
は
主
体

性
を
も

っ
て
活
動
し
、
ま
た
神
浄
青
の
事

業
に
も
積
極
的
に
会
員
の
参
加
を
促
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
近
況
は
、

浄
泉
寺
井
村
真
則
君
が
伝
宗
伝
戒
道
場
を

成
満
さ
れ
、
横
井
隆
彦
君
に
待
望
の
法
嗣

が
誕
生

い
た
し
ま
し
た
。

100)



‐゙ 0‐‐… に P―椰―"―中―山0浄青神奈川 (4)15号 ‐゙‐‐‐

阿弥陀様 (光明寺大殿 )

一 心の扉 を開 く一 日 一 (於)大本山光明寺

毛街
<意

ガ
上喀

饉
で魃

講
話

「
人
生
の
真
実
を
求
め
て
」

土
屋
光
道
先
生

諄

舌

〓

月

‘

１

与

寺

会
長
任
期
を
満
了
し
て

＝

「帰
敬
会
」
を
中
心
に

＝

雲

二

月

松

秀

明

長

い
様
で
短

い
会
長
任
期
二
年
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
任
期
を
全
う
で
き
、

初
め
て
の
試
み
の

「帰
敬
会
」
を
成
満
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
大
本
山
光
明
寺
、
神
奈

川
教
区
、
教
区
内
寺
院
諸
大
徳
を
は
じ
め
、
会
員
諸
師
な
ら
び
に
関
係
各
位
の
ご
教
導

と
ご
協
力
が
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
と
哀
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

思

い
起
こ
し
ま
す
と
、
野
中
前
会
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
最
初
に
行

っ
た
こ
と
は
、

昭
和
六
十

一
年
五
月
に
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
浄
青
会
員
の
上
限
年
齢
を
全
浄
青
と
同

じ
四
十
三
歳
に
引
き
上
げ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
前
執
行
部
か
ら
引
き
継

い
だ

懸
案

の

「青
年
の
集

い
」
は
、
準
備
不
足
で
六
十

一
年
度
の
事
業
計
画
に
組
み
込
め
ず

翌
年
度
に
棚
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
の
場
と
し
て
二
年
ぶ
り
に
他
宗
見
学

会
を
復
活
さ
せ
、
十
夜
発
祥
の
地
、
京
都
真
如
堂
の

「引
声
阿
弥
陀
経
」
を
見
学
し
、

古
式
に
の
っ
と
る
法
要
は
華
や
か
さ
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
伝
統
の
重
さ
に
感
動
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
寒

い
さ
な
か
の

一
月
二
十
五
日
、
法
然
上
人
の
御
忌
に

「通

夜
念
仏
」
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
光
明
寺
中
庭
の
池
に
薄
氷
が
は
る
寒
さ
の
中
で

念
仏
を
行
じ
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
朝
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
二
年
目
の
六
十
二
年
度
に
な
り

「青
年
の
集

い
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
名
称
や
内
容
は
決
ま

っ
て
お
ら
ず
、
何
か
ら
手
を

つ
け

て
よ

い
や
ら
暗
中
模
索
の
状
態
が
続
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
七
月
の
理
事
会
で
開
催
日

お

つ

と

め

101 )
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を
メ
十
三
今

二
月
十
三
Ｆ
と
が
定
し
　
″
移
を

．帰
つ
う
」
と
し
て
あ
き
舞
″
ｊ
し
た

十

一
月
の
立
川
に
本
部
を
置
く

「真
如
苑
」
見
学
会
と
前
後
し
、
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、

「帰
敬
会
」
の
勧
戒
師
を
藤
吉
慈
海
大
本
山
光
明
寺
御
法
主
、
講
師
に
土
屋
光
道

先
生
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
、
内
容
も
具
体
的
に
検
討
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「帰
敬
会
」
当
日
は
、
大
変
寒

い
時
期
に
も
係
わ
ら
ず
、
五
十
名
ち
か
く
の
受
講
者

が
参
加
し
、
お
経
を
読
誦
し
、
ま
た
土
屋
光
道
先
生
の

「人
生
の
真
実
を
も
と
め
て
」

と
題
す
る
講
話
に
も
真
剣
に
拝
聴
し
、
先
生
も
大
変
熱
が
入

っ
た
様
子
で
し
た
。
短

い

時
間
で
し
た
が
受
講
者
と
浄
青
会
員
が
共
に
礼
拝
、
念
仏
を
行

い
阿
弥
陀
様
に
感
謝

い

た
し
ま
し
た
。
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
の

「帰
敬
式
」
で
は
、
真

っ
暗
な
大
殿
に
嘘
燭
の
光

が
ま
ぶ
し
く
輝
き
、
そ
の
光
に
心
が
洗
わ
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
こ
の
感
動
を
忘
れ

ず
に
さ
ら
な
る
活
動
の
礎
に
い
た
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
合
掌

「帰
敬
会
」
日
程
表

九
時
十
五
分
　
　
開
会
式

（オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

一
、
九
時

一
、
十
時

一
、
十

一

一
、
十
二

一
、
十
二

一
、
十
三

一
、
十
四

一
、
十
六

一
、
十
六

昼
食
　
光
明
寺
名
物

精
進
料
理

十
時
十
五
分
　
　
講
　
話

（講
師
　
土
屋
光
道
先
生
）

十

一
時
十
五
分
　
礼
　
拝
　
　
念
　
仏

（半
斎
供
養
）

十
二
時
　
　
　
　
昼
　
食

十
二
時
四
十
分
　
映
画
鑑
賞

「わ
た
し
た
ち
の
法
然
さ
ま
」

十
三
時
四
十
分
　
講
　
話

（土
屋
光
道
先
生
）

十
四
時
四
十
分
　
帰
敬
式
　
礼
拝
　
念
仏

十
六
時
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト

十
六
時
三
十
分
　
閉
会
式

l接

閉 会 式  会長あいさつ
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全浄青の四年間を

振り返つて

光
陰
矢
の
如
し
、
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉

で
あ
る
が
四
年
と
い
う
歳
月
を
振
り
返

っ

た
時
、
そ
の
流
れ
の
早
さ
に
驚
か
さ
れ
る

と
共
に
、
さ
し
た
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ

た
我
身
を
恥
じ
る
お
も
い
で

一
杯
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
小
柄
を
支
え
て
く
れ
た

流
石
な
ス
タ
ッ
フ
と
、
神
浄
青
会
員
諸
師

の
お
陰
で
大
過
な
く
任
を
全
う
さ
せ
て
頂

き
拝
謝
申
し
上
げ
た
い
。

全
浄
青
は

「青
年
に
念

仏
を
」
の
テ
ー
マ
の
も
と

四
年
間
活
動
を
展
開
し
て

き
た
が
、
そ
の
歩
み
は
ス

ロ
ー
で
あ

っ
た
が
ス
テ
デ

ィ
ー
な
も
の
で
あ

っ
た
。

中
央
研
修
会
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し

い
活
動
を
見
出
し
、
又
若

者
の
感
性
を
少
し
で
も
理

解
し
、
更
に
宗
義
の
基
本

を
踏
ま
え
て
時
機
相
応
の

教
え
を
模
索
す
る
こ
と
に

務
め
た
。
代
表
者
研
修
会

で
は
、
神
秘
、
呪
術
を
好

み
、
プ
リ
ミ
テ
イ
ブ
な
宗

教
感
性
を
も
ち
な
が
ら
東
縛
を
好
ま
ず
教

団
嫌
い
と
い
わ
れ
る
若
者
を
中
心
と
し
て

僧
俗

一
体
と
な

っ
た
青
年
の
集
い
を
開
催

し
た
。
参
加
者
に
多
大
な
感
銘
を
与
え
た

が
私
共
の
憚
怠
も
指
摘
さ
れ
、
今
後
各
教

区
で
の
開
催
を
強
く
要
望
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
各
教
区
で
こ
う
し
た
集
い
を
開
催
し

そ
れ
が
寺
単
位
、
教
区
単
位
の
組
織
化
に

繋
が
り
、
や
が
て
は
宗
務
総
長
の
指
針
で

も
あ
る
浄
土
宗
仏
教
青
年
会

へ
と
発
展
し

て
い
く
の
で
あ
る
。
幸
い
に
も
英
邁
な
る

神
浄
青
会
員
諸
師
は
、
そ
の
意
を
く
み
と

り
帰
敬
会
を
開
催
し
、
今
後
の
継
続
的
発

展
を
約
さ
れ
た
こ
と
は
欣
快
の
至
り
で
あ

る
。
全
国
的
に
は
未
だ
に
観
念
を
重
要
視

す
る
傾
向
が
強
い
が
、
行
動
を
お
こ
し
て

こ
そ
様
々
な
問
題
点
が

惹
起
す
る
の
で
あ

っ
て
、

嗣
　̈
　
傷
を
恐
れ
て
は
何
も
生

一景
　
　
組動臓かば跡赫レ赫

貝一　
　
大‐こュ”は割畳れな“

里一　
　
ぁ彿プの伴わない理

長
　
　
　
屈
屋
、
世
渡
り
上
手
な

鵡　　一̈
峰い鋤いけ̈
一

む
勇
気
を
も

っ
て
頂
き

た

い
。
小
柄
も
浄
青
活
動
に

携
わ
る
こ
と
早
や
十
年
、

‐―‐‐‐浄青神奈川 く7〉 15号 訃―・ ―‐―‐―‐―‐‐碑―サ0■‐

い
よ
い
よ
マ
ウ
ン
ド
を
降
り
る
時
が
き
た
。

今
は
安
堵
感
と
共
に
寂
蓼
の
感
深
き
も
の

が
あ
る
が
、
今
後
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を

も

っ
て
衆
生
縁
を
求
め
て
歩
い
て
い
き
た

い
。
神
浄
青
の
今
後
益
々
の
発
展
と
、
会

員
諸
師
の
ご
健
闘
を
至
心
に
祈
念
す
る
も

の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
麟
啜
↑

第
十
三
回
全
浄
青
代
表
者
研
修
会
は
、

去
る
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
五
～
六
日
の

両
日
、
テ
ー
マ

「青
年
に
念
仏
を
」
―
も

う

一
人
の
自
分
を
み
つ
め
て
―
の
下
、
大

本
山
光
明
寺
に
於
て
、
僧
俗
八
十
五
名
の

参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
回
ま
で
は
プ
ロ

ッ
ク
担
当
と
い
う
形

で
開
催
し
て
来
た
の

で
す
が
、
今
回
初
め

て
執
行
部
担
当
と
な

り
、
神
奈
川
教
区
浄

青
の
協
力
を
戴
き
、

盛
況
裡
に
円
成
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
研
修
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
前
回
善

光
寺
に
於
け
る
研
修

を
基
に
、
行
を
中
心

に
据
え
、
僧
俗
共
に

聞
法
し
、
更
に
深
く

念
仏

・
礼
拝
行
を
行

じ
、
そ
れ
を
通
し
て

普
段
と
違
う
自
分
を

見
い
出
す
き

っ
か
け

と
し
た

い
と

い
う

こ

と

で
し

た
。

「念
仏
で
勝
負
す
る
」
と
題
す
る
寺
内

大
吉
師
の
講
話
に
始
ま
り
、
夕
食
後
の
大

本
山
光
明
寺
に
伝
え
ら
れ
る
「引
声
念
仏
」

の
お
勤
め
の
後
、
本
堂
を
暗
く
し
た
中
で

第13回全浄青

の
礼
拝

・
別
時
念
仏
が
夜
更
け
ま
で
続
け

ら
れ
ま
し
た
。

翌
朝
は
、
代
研
恒
例

（？
）
と
な

っ
た

清
清
し
い
雪
の
湘
南
鎌
倉
の
朝
を
迎
え
ま

し
た
。

（因
に
善
導
寺

・
善
光
寺
に
続
い

て
三
度
目
）
そ
の
よ
う
な
訳
で
残
念
乍
ら

御
廟
参
拝
は
パ
ス
。

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン

グ
、
全
体
会
で
は
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
、

大

い
に
意
見
が
交
換

さ
れ
た
よ
う
で
す
。

研
修
会
終
了
後
、

希
望
者
は
主
催
者
の

準
備
し
た
バ
ス
に
乗

っ
て
、
鎌
倉
大
仏

・

長
谷
寺

・
鶴

ヶ
岡
八

幡
宮
等
を
観
光
し
た

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

へ
と
帰

っ
て
行
き
ま

し
た
。
今
回
の
研
修
会
を

通
じ
感
じ
た
こ
と
は
、

共
に
行
ず
る
こ
と
の

大
切
さ
を
改
め
て
再

認
識
さ
せ
ら
れ
た
と

一言
２

」
と
で
す
。

代表者研修会

一 もう1人の自分をみつめて 一

伊 藤 彰 哲
(62.12.5～ 6大本山鎌倉光明寺)
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